
令和３年度 第2回 小牧市、岩倉市、大口町及び扶桑町の区域における成年後見制度

利用促進計画策定委員会議事録 

 

1 日時 

２０２１（令和３）年８月２3日（月） 午後１時３０分から午後３時まで 

2 場所 

岩倉市生涯学習センター研修室 1・2 

3 出席者（敬称略） 

区分 氏名 所属等 

学識経験者 朝倉 美江 金城学院大学教授 

医師 日比野充伸 一般社団法人岩倉市医師会 

愛知県弁護士会 宮本 英行 愛知県弁護士会 

成年後見センター・リー

ガルサポート愛知支部 
野田 隆誠 

成年後見センター・リーガルサポート愛

知支部 

愛知県社会福祉士会 纐纈 光幸 成年後見研修委員会担当理事 

市町社会福祉協議会 宇野 千春 
社会福祉法人大口町社会福祉協議会事務

局長 

地域包括センター 井上 健 社会福祉法人おおぐち福祉会 

障害相談支援事業所 小木曽眞智子 相談支援事業所アザレアフォルテ 

居宅介護支援専門員団体 大野 充敏 小牧市介護支援専門員連絡協議会 

高齢者施設の職員 東 謙次 社会福祉法人高坂福祉会扶桑苑施設長 

障害者施設の職員 中野 勝利 社会福祉法人あいち清光会サンフレンド 

民生委員 間宮 輝明 扶桑町民生・児童委員協議会 

老人クラブ 櫻井 逸子 岩倉市老人クラブ連合会 

公募委員 倉知 静子 大口町 

公募委員 間宮 進示 扶桑町 



行政職員 浅野 秀和 小牧市障がい福祉課長 

行政職員 石川 文子 岩倉市福祉課長 

行政職員 前田 憲吾 大口町健康生きがい課長 

行政職員 小室 和広 扶桑町健康福祉部福祉児童課長 

オブザーバー 小栗 裕介 名古屋家庭裁判所一宮支部 

傍聴人 諸岡 英美  

事務局 尾張北部権利擁護支援センター 山中和彦、小川晴美、土屋志保 

（欠席）尾関憲明、大島和恵、中村朋美各委員 

 

4 内容 

（1）あいさつ 

〇山中センター長 

定刻となりましたので、ただいまから 2021年度第二回小牧市、岩倉市大口町および

扶桑町の区域における成年後見制度利用促進計画策定委員会を開催いたします。 

私は本日の進行いたします。尾張北部権利擁護支援センターセンター長の山中と申し

ます。よろしくお願いをいたします。 

本日は尾関委員、大島委員、中村委員から欠席のご連絡をいただいております。 

また、宇野委員、日比野委員は少し遅れるとのご連絡をいただいております。本策定委

員会は設置要綱に基づき、委員の過半数の出席をもって成立いたしますので、本会議は

成立いたします。 

本日の資料の確認をいたします。まず本日の次第でございます。本日の次第の最後の

ページに事前に送付しました資料の一覧を掲載いたしております。資料一覧と照らし合

わせていただきまして、不足がございましたら、会議の途中でも私ども職員にご連絡を

ください。あと本日追加で補足意見の提出用紙、そして私どもが行う研修のチラシをお

配りいたしております。また本日も議事録作成のため録音録画を行いますのでご承知お

きください。 

 さらに本日は傍聴の希望がございます。傍聴については、本策定委員会設置要綱第 8

条に会議は公開とする規定があり原則公開となっております。本日の会議において、非

公開とすべき理由がございませんので傍聴人に着席をいただいております。傍聴人にお

かれましては傍聴者の遵守規定事項に沿って、傍聴をお願いしたいと思います。 

それでは、以降の進行は朝倉委員長にお願いをいたします。一言ご挨拶をしていただ

き、会議に入っていただければと思います。よろしくお願いいたします。 



〇朝倉委員長 

金城学院大学の朝倉と申します。委員長、担当させていただいております。 

本当に今現在コロナ危機で、とても深刻な状況の中、皆さんのご出席いただいて、 

本当にありがとうございます。でもこのような状況だからこそ、本当にもう命とか暮ら

しそして本当に人権の危機が迫っていると思っています。そんな中だからこそ、このよ

うな権利擁護について、今後、今、そして更にこれからも深刻化すると思われますので、

よりよい内容になるような議論を進めていきたいと思いますのでご協力よろしくお願

いいたしいます。 

それでは、早速議事に入りたいと思っておりますが、終了予定時刻は3時ということ

を予定しておりますので進行にご協力お願いいたします。本日の議題は二つありますが、

まず事務局の方で用意した利用促進計画の素素案について説明を受け、皆さんで意見交

換をしていただきたいと思いますので、早速ですが事務局からご説明をお願いいたしま

す。 

（2）議題 

【議題（1）当区域における成年後見制度利用促進計画の素素案について】 

〇山中センター長 

プロジェクターを映し出しますので、委員長に席を移動していただきます。しばらく

お待ちください。 

それでは資料の説明も兼ねましてご説明申し上げます。お手元に資料 1、次期成年後

見制度利用促進基本計画中間とりまとめ概要というものがございます。これは厚生労働

省が 8 月 4 日に公表した中間取りまとめということになっていますが、国は 2019 年

の 2 月に国の基本計画というのを策定しておりまして、ほぼ 5 年を目安にと言ってお

りまして、もうその5年が経とうとしておりますので、今新しい計画を策定中でござい

ます。2019 年ではなくて平成 29年です。失礼しました。あと、資料 2がその本文で

すが、言葉で書いたものが入っております。そして資料 3、今画面に映っているのが私

が作成した資料でございます。そして資料 4が、素素案ということで用意しましたもの

で、一応こういう目次で作っていったらどうかというようなことを作成しております。

両方を見ながらご確認いただきます。 

それから、参考資料 1は、5月 6日に小牧市議会の福祉厚生委員会で、団体の意見を

聞く会というのをされまして、そこに私どものセンターが呼ばれまして、現状の課題と

それから現状と課題ということで、私達のやっている仕事内容も含めまして、整理して

ご報告させていただく機会がありました。そのときの資料です。今日見ていただく参考

にしていただければと思って用意しております。それから、最後に参考資料 2でござい

ますけれども、これは名古屋家庭裁判所さんの方から、愛知県の社会福祉協議会で行っ

ている成年後見制度利用促進委員会の資料提供いただいたものをこちらにも流用させ

ていただいております。市町村別の数字が出ておりますのでご参考にしていただければ



と思います。 

それでは説明に入らせていただきます。画面をご覧いただいても結構ですが、ちょっ

と距離のある方はお手元の資料（資料 3）をごらんいただきたいというふうに思います。 

タイトルが、小牧市、岩倉市、大口町及び扶桑町の区域における成年後見制度利用促進

計画策定の考え方ということで、素案を作成するにあたってとしております。この会議

は、次回 10 月を予定しておりますけれども、段取りとして 10 月には文章の形で、素

案をお示ししたいと思ってます。もうほとんど計画に近いもので、お示ししたいと思っ

てます。そこで、その文章になった計画に対して皆さんから意見をいただいて、12 月

10 日までに、パブコメ案と言われるもので、市民の皆様にご意見を伺い最終案です。

それをお示しして、十分検討するのでそんなことはめったにないですけれども、書き換

える必要が出てきた場合は、そこで最終的に書き換えて、2月の会議で、もう最終確定

というふうに、させていただくという段取りで進んでいます。 

10 月の素案をつくるにあたって、今日私の方からこんな考え方で、素案を事務局案

として作成させていただきたいと思っているという報告をさせていただいて、それに対

して今日、皆様方からここにもっと力点を置くべきではないかとか、もう少し大事な課

題があるんではないかというようなご意見を賜りますと、それを反映して、あの修正し

つつ、書いていきたいというふうに思ってます。 

ただ、こちらに資料 4に用意しましたように、今出来上がっているのが、この程度の

ものですのでまだまだ書き換える余地があるというふうに思ってますので、ご意見をよ

ろしくお願いします。これは事務的なことなんですけれども、計画策定の法律上の根拠

ということで計画を策定するに当たって、法律を作りなさいと言われていることがあり

ますので、私ども策定をしているということです。基本的には行政が、市町村が策定す

る計画を私どもセンターが、お手伝いと言いますか、素案作りをさせていただいてると

いうことになっています。ここの法律上の根拠から読み取れるのは、下の矢印の下のと

ころに書いておりますけれども、地域の特性に応じた政策を考えなさい。と言われてい

ます。 

また二つ目に、国の成年後見制度利用促進基本計画を踏まえたものであることという

ことで、これ先ほど申しました中間の取りまとめに書いてある内容に即して作ってくだ

さいと言われているというふうに思っております。そこで、計画の作り方なんですけれ

ども、画面で（資料 3-3）左側にめざす姿やるべきことマイナスできていることと書い

ています。残ったものが、めざす姿のうちにできていないことでありますので、その青

地に残ったところです。できていないことを明らかにして、どうやって進めるかという

ことをはっきりさせていきたいというふうに考えています。めざす姿やるべきことって

いうのは、基本的に国の基本計画に記されている内容で考えたらどうかというふうに思

ってます。国は次期計画を策定中であり、次期成年後見制度利用促進基本計画にかかる

中間取りまとめ、先ほど申し上げたものです。国が今こんなふうに考えているよという



ことがありますので、それを参考にしながら、今、私達の四つの町でできていることを

これはもういいね、さらに、やっていこうねっていうことがあると思うんです。 

国がいっているこのことがまだできていないよねということをはっきり書いて、そこ

についてどういう方向でやっていくのか、例えば市民後見人養成研修とか言うのはまだ

全然、手がけていないんですけれども、それについてどうするのかというようなことも 

検討する必要があるかなというふうに思っております。 

国が、1枚だけで示しなさいと言われたのはこの 1枚ということでございます。 

それは、資料 1 の 3 ページに書いてある図と一緒ですので、もしよろしければ、お手

元でご覧をいただければというふうに思います。ここでいう一番上に書いてある地域共

生社会の実現というのが、この計画の最終目標であるということをうたっています。そ

こにたどり着くためにいろんなことがあるんですけれども、一つは権利擁護支援のネッ

トワークっていうのを私達の計画の中で重視して、これをしっかり作りましょう。 

他の計画の中で高齢者の方は高齢者で、ネットワーク作りをしましょうとか、障害者の

ネットワーク作り、生活困窮者、子供の支援地域の見守り等等あります。こういうのを

組み合わせて、私達の方としては、権利擁護支援というのを一つのキーワードにして、

計画を作りましょうと。 

権利擁護支援に含まれるのは、一つは権利侵害からの例えば虐待とかのことからの回

復の支援をすることと、もう一つは、意思決定支援という二つの軸を使って、権利擁護

支援をして、それをするために権利擁護支援の地域連携ネットワークをしっかり作って

最終的には地域共生社会を作りましょうというのが国のイメージになってます。 

そこでこのことと、権利侵害の侵害からの回復ということと、それから、意思決定支

援、本人らしい暮らし方を支えるということと、それから、ともに生きるという地域共

生ということをどんなものか、というのをちょっとわかりやすく見ていただくためにビ

デオを 3本用意してます。その 3本を見ていただきたいと思います。 

 

ビデオ 1 ＜権利侵害からの回復支援＞ 

 

〇山中センター長 

1 本目のビデオでございました。これちょっと資料の方に書くの忘れてるんですけど、

2010 年の NHK のクローズアップ現代の番組をちょっと抜粋させていただきました。

10年前のビデオですけど、今も同じようなことがあるというふうに思っております。 

次は、これもちょっといつかというのを書くのを忘れてますけど、2014年のビデオ

でして、主人公と言いますか、出てくる住田さんっていうのは、尾張北部は私達ですけ

ど尾張東部権利擁護支援センターのセンター長をしております。 

それもNHKの取材を受けて番組になっています、ご覧いただきたいと思います。 

 



ビデオ 2 ＜意思決定支援＞ 

 

〇山中センター長 

ありがとうございました。2本ビデオ見ていただいて、これは私達の研修で、外部研

修の中でいつも見ていただくビデオなんですけれども。1本目のビデオが、こちらの方

が権利侵害からその人を守る。2本目のビデオが、住田さんがやってましたけど、本人

の希望を聞いてどんな暮らし方をしたいんですかということを聞いて、それを実現する

お手伝いをしていくということをやっています。これが国の資料に載っている本人侵害

からの救済と、それから意思決定支援の話になろうかなというふうに思います。（資料

3-7）自分らしい最低限度の暮らし、それから、「自分らしく生きる」ということを支え

る、ということの 2本が大きな柱で、このことを積極的権利擁護という言い方で、通常

こちらの方だけで権利擁護ということ多いんですけれども、向こうの方の、自分らしい

暮らしを支えるということを積極的権利擁護という言い方で、参考と下に書いてある岩

間先生の本の文章の中に出てきます。もう 1本ビデオ見ていただきます。 

 

ビデオ 3 ＜地域で共に生きる＞ 

 

〇山中センター長 

ありがとうございます。3本ビデオ見ていただいて、より国がイメージしてるような

ことがちょっと伝わるかなと思って、ちょっと時間をだいぶ使いましたけれども見てい

ただきました。 

3 本目のビデオは、これも 2013 年ぐらいだったと思いますけれども昔のビデオで、 

当時私も市役所で働いてた頃、この富士宮市さんっていうのが認知症の政策でかなり有

名でして、私もこのビデオをすごく気に入って、いつも見るんですけれども、住民の方

に助け合いでお願いするんだけれども、それで任せっきりにしないで、専門職の人、保

健師さんが 2 週間に 1 回訪問して専門家としての助言をするというような、ちょっと

仕組みとして、きちんと組み立てておられるっていうのが、富士宮市はすごいなと思っ

てそんなふうにできたらいいなというふうに思ってやってました。 

今度計画をつくるときに私達がどんな暮らす社会というかまちを、それぞれ四つのま

ちがあるわけなんですけれども、それぞれの四つのまちで、成年後見制度の利用促進＋

権利擁護ということをイメージして、どういうものをどういうまちを作りたいかという

ことを計画をつくるときにワンフレーズでいつも掲げるもんなんですが、ちょっと今ご

提案として少し長いんですけれども、こういう考え方はどうでしょうかっていうのをあ

げてます。（資料 3-9）認知症になっても障害があっても、安心して自分らしく、地域

で共に暮らせるそういうまちづくりということをうたってはどうかと。私の案を作った

心持ちとしては、認知症になっても障害があってもっていうのはそういう立場に誰がな



るかわかりませんし、誰もがという意味で、二つ目は安心してという、国の言う権利侵

害から守るということ。自分らしくっていうのが、意思決定支援であり、自分であると

いうもう一つの柱です。ともに暮らすっていうことを入れて、地域共生社会という国に

おいてるものも入れてはどうかと。まちづくりっていうのを最後に入れたのはやっぱり、

みんなでずっと共に生きる社会を作るためにみんなで努力していきましょう、というの

をまちづくりという言葉で表せないかなと思ってこういうような理念として提案させ

ていただきます。 

（資料 3-10）それから次に国の資料で、こんなふうにしましょうと国がいっている

のですけれども、今、ここの互助のところとそれから司法というところがこれまでの第

1期、今現行の計画から新たに付け加えられて国がやっているのは、市町村に中核機関

を作ってください、その中核機関は普及啓発と相談だけまずはやってもらえばそれでい

いですと言っていたのですが、現状その地域に働きかけるということと、司法の皆さん

と一緒に連携して、ここの連携ネット把握というのをまだまだ上手に作れていないので、

それをさらに推進していきましょうということを言ってます。 

ここに都道府県というのも新しく強く登場したのは、結構この中核機関を作ったりな

んやかんや、大きな街だったらそこそこできるんだけれども、小規模市町村といわれる

ところだと、なかなか大変です。そしたら、都道府県が地域で、圏域ごとにセンターを

つくったりするということを支援していってくださいということを強く言い出してま

す。私達のまちの場合は 4市町で、小牧市さんの 15万とか合計で二十六、七万になっ

ていて、その県がやろうやってもらわなきゃという圏域で手を組むというのはもう既に

4市町でやっていただいてますので、そこはもうクリアしているということで、今後や

らなければいけないのは地域への働きかけと司法との連携、こういったことをやるんで

すけど、それを国は、中核機関のコーディネート機能の強化ということで、ちょっと一

言で言いすぎじゃないかなと私は思ってます。そんな中核機関に任せてもらってもなか

なか厳しいなというふうに思ってます。 

それと、私がちょっと気にしてるのは、ここで医療が登場しないんです。あの認知症

の方であれ障害のある方であれ、ちょっと医療を抜くのは難しいんじゃないかなという

ふうに思ってるんですけれども、そんなことも私達の計画の中では意識しながら作って

いきたいなというふうに思っております。 

長くなりまして時間がないのですが、最後に推進体制ということを挙げております。 

計画を作った後です。その計画を概ね 5年計画になると思うんですけど 5年間の間、 

ほかっておいたらそのままの計画が書棚に置いたままで過ぎてしまいますので、そうな

らないようにするために推進体制というのを作る必要があります。それを一応ご提案と

して、ここに書いてあるのは、中核機関のコーディネート機能を高めるといわれても、

それだけでは、地域連携ネットワークっていうのを作るのはなかなか難しいです。私達

も 3 人 4 人の職員だけで、地域に根ざしたって言ってもやっぱり、岩倉市さんのこと



は岩倉市の皆さんがよくご承知なので、お手伝いしていただくというより、むしろ主体

となって動いていただけて私達が応援するというような形になるのかなというふうな

イメージでおります。そうすると、地域連携ネットワークというもの仮想ですけれども

それを設置して、イメージとしては年 2回ぐらい、検討会議を行って、進捗の検討をし

たり、新たな提案をしたりするということをやっていったらどうかというふうに思って

います。これは今後の議論なんですけれども、これをセンターは 4市町で一つしかない

ので、4市町で地域連携ネットワーク会議というものを作る。でも、具体的な例えば岩

倉市さんの地域の互助の活動に参画していくためにこの 4 市町のネットワーク会議で

はなかなか偉いかなという気持ちもあるので、2階建てでそういう会議を。2階建てで

すけど新たにネットワーク会議を作る必要はなく、岩倉市さんの認知症の対策の会議の

中に、こういう検討をする時間を少し儲けていただくっていうような感じのことになる

のかなと思いますけど、そういった運営の仕方はどうかということを考えております。 

これもちょっとまたご意見等、また行政の皆様とも相談させていただきながらお話をし

ていきたいというふうに思ってます。 

それでは長くなりましたけど委員長と副委員長席にお戻りいただきたいと思います。

【議題（2）素素案について意見交換】 

〇朝倉委員長 

ご説明がありましたけれども、今のご説明に関連し関しまして皆さんからのご質問や

ご意見をいただきたいと思っております。限られた時間ですので、ですができるだけ全

員の方からご意見をいただきたいと考えておりますので、簡潔にご発言いただければあ

りがたく存じます。 

まず最初に質問をお受けしたいと思いますが、今のご説明の中で、何か気になったこ

と確認したいことなど、いかがでしょうか。 

〇Ａ委員 

今、ビデオ 3本とあとは推進体制の案ということでご説明いただいたんですが、例え

ば最後に言われていた年 2 回の地域連携ネットワーク会議の推進ということで、開催

は 2 市 2 町であげてくんですけれども、各市町の方で、各地域性でやっていくってい

うときに例えば市町で言うと今、設置義務になっていて推進も進められ地域包括ケアシ

ステムの中に組込んでいくのか、もしくは行政で言うと福祉課もしくは介護保険課とか

そっちの方でやっていくのか、どういうイメージになるのかなと思っています。 

〇山中センター長 

ありがとうございます。基本的には、この策定委員会はこの 4市町で、権利擁護は一

緒に推進していこうということで、4市町でまとまっていただいて、そのおかげでこの

センターができたということがありますので 4 市町についてはセンターを中心に、例

えば市民後見人の養成を一緒にやりましょうとか、4市町で基本考えていく、でも具体

的なことについては各市町で下りてというと言い方変ですけれども、各市町単位で考え



なければいけない事柄も出てくるでしょうということです。そのことについては、各市

町ごとに今担当が、障害福祉系で持っていただいている市町と、それから高齢福祉系で

主幹等持っていただいている市町もあります。それぞれの町にご相談をさせていただこ

うかなというふうに思っております。以上です。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。前回のときに実際の相談事例なん

かを皆さんと共有させていただいたと思うんですが、それを今日改めてビデオで、イメ

ージを作っていただいてたと思うので、このような課題に対してどのようにこの計画に

反映させていくかっていうようなことを考えていただく上で何か気になられたことと

か、いかがでしょう。 

〇Ｂ委員 

今日いろいろ報告お聞きしまして、まず一つは権利擁護のその枠組みとして被害の回

復と意思決定支援というお話があったと思うんですけど。意思決定支援するにあたって、

やっぱり認知症になったときにどうしたいっていう話はもちろん必要なんですけども、

やっぱりそれより前の時点で、どうしておきたいのかっていうところをしっかり、やっ

ぱり把握できるシステムがいるのかなと。よく各地で、ライフプランノートみたいなも

のを作って推進しているよというようなお話もあると思うんですけど、意思決定支援す

る上でやっぱりもっと前の段階からやっていくというところも考えないといけないな

というふうに思って、ただこの後見制度の利用促進計画の中にそれをどこまで書くかと

いう問題があると思うんですけど、ザクッとその具体的には書かないにしても、意思決

定支援をするための政策を講じる義務があるぐらいのものがあってもいいのかなと。そ

の上で具体的な政策として、そういった例えばですけどライフプランノートの普及だと

か。そういったものを啓発です。そういったようなことをやっていくというのも一つ視

野に入れておいた方が、既にお考えかもしれないんですけどちょっとそれが一つ思いま

した。 

地域とする特性というところで、各市町でそれぞれやっぱりちょっと事情が違うとい

うお話で、地域連携ネットワークの会議はそれぞれでという話もあった通り、やっぱり

4市町でちょっと事情が違うと思うんです。弁護士会の関係で言うと小牧さんの場合は、

本庁になるんです。弁護士会の愛知県の本庁で大口さん扶桑さんと岩倉さんの場合は一

宮支部の方になるっていう、ちょっとそういった事情もあって、やっぱりその専門職の

担い手の数がちょっと変わってくるのかなあと。ただその辺は弁護士会と連携の上で、

そういう偏りがないようにっていうことを進めていくっていう問題もあるかもしれな

いんですけど、そういった特性を踏まえてやっぱりやっていかないといけないと思うん

です。 

4 市町で、例えばの話、今は他で言えば例えばちょっと僕の勝手なイメージですけど、

小牧さんの場合は産業がいっぱいあってっていうようなイメージを持っていて、あるい



は、大口さんの場合は何か大きな企業がいっぱいあってていうような感じで勝手なイメ

ージですけど、岩倉さんだとか扶桑さんはちょっとベッドタウン的な感じなのかなあと

そうすると家族構成とかも違ってきたりするのかなとか、地域の繋がりっていうのも、

若干違うのかなとか。そういったところも踏まえてやっぱり各市町でやる部分っていう

のは絶対出てくると思うので、ただそれがもう各市町でやってることと、せっかく作っ

た広域の権利擁護センターがちょっと連携しないというのもまずいもんですから、その

辺をうまく連携できるようなシステム作りっていうのが、必要なのかなというふうに思

いました。以上です。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございました。とても重要なご指摘だと思います。特に意思決定支援をし

ていくということをいつの時点か、本当にもう最初からずっとですよね。そんな中でも

特に認知症、これから超高齢化の問題とかを考えますと、どういうふうにそれを市民の

方に伝えて計画を策定していくのか、特に私は 2番目の事例で、すごく難しいなと改め

て本当に素晴らしいと思うのですが、ご本人の 1 人の決定でできるのかなっていうの

はいつも思っていることで、やはり家族だったり周りとの関係とかはありますので、個

人の問題を個別にというよりは、それをもっと中心としながらどういうふうな関係性を

作っていくのかっていうような場をなんとか作っていかないと、これからますます厳し

くなるのかなあというようなことを思っておりましたので、とても大切なご意見だと思

いましたし、今の地域特性は先ほどの小木曽さんのところとも繋がると思うんですが、

どのような組織だったり専門職だったり、地域特性、本当に小牧だと私はやっぱり外国

籍の人の問題が気になるなと思ったりします。 

地域の特性に応じたものと、この 2 市 2 町でのネットワークの体制としてどういう

ふうに替えていくのかということがすごく大事かなというふうに思いますが、他にもど

うぞ、どんどん感想でも良いので、一言くらいずつ言っていただけると。ありがとうご

ざいます。 

〇Ｃ委員 

地域連携に関してなんですけれども、これは私の後見人としての過去の経験からなん

ですが、市長申し立てもしくはその本人申立て等々、経路はあるにしても、最初からネ

ットワークができているケースと全くネットワークができてないケース、いずれも就任

したことがございます。つい最近もなんですが、障害者福祉から介護保険に切り替わる

局面において少し立ち位置が違うのか、各関係機関に私の名前で相談させていただいた

ところ、私から言わせれば、キャッチボール始まる。後見も人も非常に孤立するという

局面が過去に何回かありました。これは私の勝手な思いとしてですけれども、連携です

がネットワークっていう部分が本当にケアマネさんから始まって、ケアマネさん頑張っ

てネットワークをつくって作って後見人就任で言うと、非常に我々安心して後見人に就

任させていただいております。ただいきなり後見に就任してまだ何もできてないと、そ



こからネットワークを作っていくケースになると非常に苦労するケースが多いので、そ

の場合に例えばアウトリーチとか本当に押し付けということもあるんですが、自治体の

相談窓口の方ですとか、あとそれから場合によっては中核機関の方にお願いしたいのが、

そこの何とか横の繋がりをお願いしたいと、うちじゃないよっていう言葉で終わらせな

い。そのためには、それをこの素案の中にどう落とし込んでいくのかって話出てくると

思うんですけれども、そこの部分をやっぱりお願いしたいなということがあります。 

あともう一つ連携ネットワーク作りの際に私はどうしても法律の方に携わる人間で

ございますので、個人情報保護法との関係をいつもこれちょっと私も後見人として仕事

している以上気になるところでございます。先ほどのリフォームですとかそういった場

合ですと、当然資産内容等々が非常に大事でございまして、おそらくこれらの後見人が

主として把握する分野だと思います。その情報をどこまで、これは施設入りでも施設選

定の際でもそうなんですが、この個人情報を毎回私も悩みながら、どの程度ネットワー

クの中で共有をしてというところが気になります。 

ところで、相反する問題で申し訳ないですが、過去にちょっと他の市町村さんの方で

お話しいただいたんですけれども、災害時、台風ですとか地震、特に警報鳴ったときに

後見人としてはあの人どうだったかな、どうしようかなっていうのが気になります。台

風が過ぎた後に、各お家をせめて外からでも見て回ることもございます。で地元の例え

ばケアマネさんと一緒に話してるんですけども、緊急時に連携できてないよねと。その

市町村さんでお話したところ、市としては民生委員を通じてそういった見守りのシステ

ムがあると。それはごもっともです。ただ、それは独立したシステムであって、それが

後見人とケアマネジャーとリンクしなければ、連携にはなっていないということがござ

います。ですので、その部分を具体的にそうできるような形での落とし込みをしていた

だけるといいのかなということで、これちょっとすいません意見ということでお願いし

ます。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございました。本当にネットワークを考えると少し難しい問題がたくさん

あると思います。個人情報の問題だったりとか、積極的に連携をするっていうような仕

組みをやはり新たに作り、ネットワークがあるからこそ、そこにどうやっていろんな人

たちを 1本で行くかそんな仕組みが必要なのですかね。 

〇Ｄ委員 

岩倉市の方でも既にこういったネットワークの既存の会議はありまして、岩倉市認知

症地域支援推進ネットワーク会議とちょっと内容をあまり把握してないんですが、そう

いった既存の会議にそういったメンバーとして、もう少し充実させたりとか、あるいは

こういった成年後見あるいは権利擁護したいといったことの内容も少し盛り込んでも

らうというような形で岩倉市としては取り込んでみてはどうかなというふうに思いま

した。以上です。 



〇朝倉委員長 

ありがとうございます。本当にいろんな組織が連携の組織もたくさんあるんですけど、

それが本当に機能するかどうかっていうのは本当に難しいいいところですね。他にいか

がでしょうか。ぜひ、感想でもご意見などよろしいでしょうか。 

〇Ｅ委員 

連携についてというか、そのようなお話もございまして権利侵害に関することという

のは起きてから結構動くという部分がほとんどかなっていうことがあります。あと意思

決定支援に関しては、やはりこういう制度を利用する前段階からその方々が、そのいろ

いろな地域で住んで見えて、そこでやっぱり自分がどうしてみたいっていうのは今にな

って、結構そういったプランというか、そんなようなことをいう時代になってきたんで

すけれども、なかなかそこまで考えてっていう方も少なかったり、考える意思能力のな

い方、認知症だけじゃなくて障害を持ってる方は、自分の将来はあまり想像できてない

っていう方々が多いので、こういったネットワーク会議に繋がる前の段階でいろんな関

係機関というのは、多分身寄りのある方がいて問題行動がないところまでは何もなく来

てるんだけど、誰かが家族が亡くなったり、例えば問題行動が生じてくると、いろんな

とこが少しずつ関わってくる。それがまたネットワークみたいになって大きくなってく

るのかななんていうふうに思っているんですけれど。 

なかなかそのネットワークっていうのが、温度差があるというか、連携もそうなんで

すけれども、先ほどのビデオで住田さんのおうち帰りたいっていう方の住宅改修をして

返すっていう、結構いろんな繋がりがあって、また意思決定も難しいような大きなとこ

ろのお話のビデオがあったんですけれども、やはりそうなってくるまでにいろんな行動

を私ども何か社協なんか起こそうとすると、やり過ぎるような、でしゃばってるような

何て言ったらいいんでしょうね。その辺がなかなか理解、行政の方であったり本人の意

思っていうのがどこまでかっていうときに意思がちゃんと言える人であればいいんで

すけど。それをやっぱり意思というか考え方をある意味支援するところも私達のお手伝

いの一部分になるので、黙っていたら多分意思はないないというか、多分最終的にどこ

か、それが本人の意思かもわからない状態で多分、暮らしをされるんだけれども、ちょ

っとしたヒントで何かしたいとか、こうありたいっていうふうになったときの支援をし

ようとするときに、やはりなんか、なかなかする側のことも理解してもらえないときも 

あるかなっていうのを、よく最近思っているのでまずもってあのネットワークの前にや

っぱり連携だったり、お互い持ってる機関の理解であったり、そんなようなことをすご

くあるといいなというふうに感じながら、思っております。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございます。2件についてはたくさん課題がありますね。 

〇Ｆ委員 

成年後見制度利用促進計画ということでめざす姿が、あの認知症なっても障害があっ



てもということで、言葉になってると思うんですけれども、先ほどあの縦割りにならな

いようにというような話もあった中で、やっぱり権利擁護っていうのは子供であっても

生活困窮であっても、そういったところが繋がった地域連携ネットワークで支えていき

ましょうねというような形になっていて、この計画では、認知症と障害の方を対象に、 

されるということなんだと思うんですけど、そこらへんの連携の仕方だとか、あと、今

ふっとちょっと思ったんですけど、あの地域共生社会っていうのと互助っていうところ

で、子供たちのちっちゃい頃から、すごくわかりやすいその法律のことだとか権利擁護

のことだとか、そういったことを伝えられるような、そんな仕組みもあるといいのかな

っていうふうにふと思いました。以上です。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございます。とても大切ですよね。本来は本当に生まれてからずっと権利

擁護をされるべきことですし、基本的には全ての人がっていう、あの中心的には成年後

見制度ですので、高齢者と障がいのある方のことになっていますけれども、視野として

は、おそらく全体を議論していく必要があるのではないかなっていうふうに思います。   

今の意見と繋がってこの計画で掲げる理念っていうことで事務局の方から案が出さ

れておりますが、これにつきましても皆さんのご意見をいただきたいと思っているので、

ぜひ提案とか感想でも何か、できればよろしいでしょうか。せっかくご出席いただいて

いるので、公募の皆様とかよろしいですか。ぜひ、どなたでもご意見を、1回は言って

いただけると嬉しいです。皆さん自身にも関わることだと思いますので、ぜひ積極的に。

基本的には意見が言いやすいってのはすごく大事だと、自分の意見や権利を持っていく

ためにはしっかりこう発言をしていくっていうか、そんな場をたくさん作れるといいな

と思っています。ありがとうございました。 

〇Ａ委員 

資料 4 のその素素案のことについてなんですけれども、前回の会議でも多分上がっ

ていると思うんですが、担い手不足っていうところがやっぱりありましてそこの部分で

は、市民後見人をやっぱり育成していただきたいなというと、という意見が盛り込まれ

ているので、やっぱり私も相談支援専門員として、また後見人もしている立場として、

やっぱり専門職に頼むっていうところは、また頼みやすいことがある反面、やっぱり例

えば社会福祉士さんですとか司法書士さんとか、弁護士さんもちろんそうなんですけれ

どもやっぱり活動があってそうなってくるとやっぱりなり手がなかなかいらっしゃら

ない。退任されて、定年されてってなると今度年齢的な問題があったりもする。 

そういうことのジレンマを思うとやっぱりやっていただける方やりたいという熱意

のある方の市民後見というのは、やっぱり早急に育成っていうところは掲げなければい

けないかなっていうところが盛り込まれているのでどんな形でちょっとそういうこと

を行う予定なのかっていうのもまた教えていただけたらと思います。 

〇朝倉委員長 



ありがとうございます。本当に担い手はすごく大事で、中でも市民の方に私名古屋市

のあんしん支え合い事業の市民後見人を立ち上げるときに関わらせていただいたんで

すけれど、やはり市民後見人最初はちょっとハードルが高いかなというふうに思ったん

ですけれども。やられた方の話なんか伺っていると、やはり自分自身もすごく視野が広

がったり知識が増えたり周りが見えてくるって自分の生き方が豊かになったっていう

ような感想を言われる方が多いので、そういったそういう方がこの地域の中にたくさん

増えるっていうことにも繋がるのかなと思います。ありがとうございます。 

なんか言いにくいかもしれませんが、より良い物になるように…一言でも。何かビデ

オ見ていただいて感想でもいいですし、この理念の言葉、認知症になっても障害があっ

ても安心して自分らしく地域で共に暮らせるまち作りということが、案として出されて

おりますが、これについても、共感していただけるのかもうちょっといい言葉あれば、

どんなことでも、どうでしょうか。ありがとうございます。 

〇Ｇ委員 

ビデオの中に消費者被害、ビデオ 1 番でしたかね詐欺に関することがあったんです

けれども、見てて思うのが、ああいう銀行さんだったり証券会社さんは、いわゆる一部

上場したような大手の会社さんがそういうふうなノルマ的なところがあるというとこ

だったんですけども、実際こういう証券の話ではないんですけど、私がよく当たるのが

あの新聞の勧誘で何度断っても継続してというところがありまして、それが各新聞社さ

んの中部支社だったり本社であったりとかにお問い合わせをすると販売店さん等要は

契約者さんとの話なのでっていうとこで、またこっちに戻ってきちゃうことが結構あり

ます。さっきのポイントですが、何が悪いんですか的な、ご本人さんは僕らが行ったら

ちゃんと新聞を継続するよと言ってると、なんか言ってるんですかみたいな感じのこと

で、それ以上言われるとなかなか僕らも突っ込んでまとめることができなかったりする

んですけども、そういったときにこの市町村だったり司法とあるんですけども。 

警察までいかないにしても何かそれに近い力みたいなのがあって、牽制していただけ

るようなものがあると、さっきの銀行さんでもそうですけど法律的にどうなのかちょっ

と素人でわからないんですけども。そういった部分がないと今後、その隙間、隙間とい

うか本人の意思決定というかを尊重して契約したと言われれば、支援者が何も言えなく

なるってちょっとの課題なのかなと感じました。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございました。本当にこの権利擁護は企業だったり、いろんな行政機関、

警察なんかも含めてありとあらゆるところに関わってもらう必要があるし、大事な課題

だなと改めて思いました。ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

〇Ｈ委員 

ケアマネの会の大野と申します。理念に関してはとてもいい言葉じゃないかなってい

うふうに私は思っております。 



最初に事務局で山中さんがお話した、医療がどう関わってくるんだろうといったとこ

ろがずっと頭の中に残ってまして、我々の介護で言いますと在宅医療とはとても密にい

ろいろ話し合いをさせていただきます。各医師会で在宅医療介護サポートセンターとい

う、医師会が設置してる医療のサポートセンターというのがございまして、そちらの機

関の概ね看護師さん、保健師さんだと思いますが、その方々がいろいろお骨折りをいた

だいて、介護との在宅医療に繋がりをいろいろ持たせてもらってる経緯があるので、そ

こがなんとなくこの回答にくっついてくるとすごいんじゃないかなと思うのと、現実在

宅医療をやられてる先生方からも、ところでさ、権利擁護ってっておっしゃる先生がや

っぱり多いです。実際診ている患者さんがそういったケースで、具体的にどんなふうに

動いてるんだろうとか、そういったこう疑問をされる先生もお見えですので、ぜひその

辺はまたその会の時にも私も話ができたらなと思います。 

あと自分らしくっていうこの理念の中にも入ってますけど、これも小牧市だけじゃな

くて小牧市はタイトルとしては、生き生き人生プロジェクトって言いまして、いかに自

分らしく生きていくかっていうのを 50 歳 60 歳になってから考えるとかそういうこと

じゃなくって、それぞれの年代で、その自分らしく生きるというのはどういうことなん

だろうこれを啓蒙というかみんなに広めておこうよと言ったところで教育委員会だっ

たりとか我々みたいな事業所であったりとか、あとは、会社で言います産業医の先生に

お願いをしようとか、そういったところで自分らしく生きるっていうのをはっきり言え

るように自分の生き方、こういうふうに生きてきたという小牧市では「わた史ノート」

っていうのもあるんですけれど。そういったところも含めてちゃんとした思いを若いと

きからしっかりどう生きていくんだ、どう生きていきたいよっていったところが出てく

るといいんじゃないかなっていうふうで活動をさせていただいてます。 

すいません長くて、以上です。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございました。本当に医療機関との連携も実際にも在宅でいろんな繋がり

の組織もあると思いますが、それも積極的に位置づけていくか検討していけたらと思い

ますし、今の自分らしく、この自分らしくほど難しいことはないですよね。自分らしく

って。一体何が自分らしいんだろうっていうのは多分どなたも自分がそう思っていても、

自分だけで決められないことばかりだと私達はやっぱり思うので、そんな中で自分らし

くをどうやって実現していったらいいかというようなことをぜひ、考えて皆さんとご一

緒に考えながらしかできないと思いますし連携っていうときもまずは、それぞれのご連

携先があるんだろうかとか、さっきの人材不足でもないですけれども、人がいるのかと

か必要な場所があったり、サポートできるような事業所が本当に十分この地域にあるん

だろうかっていうようなことも含めて考えていかないと権利擁護ってなかなか難しい

んではないかなっていうふうに思いますが、そんなことが見えてくるような計画になる

といいなと改めて思いました。 



ほか最後にお 1人、いかがでしょう。行政の方もぜひ。もうそろそろ時間が来てしま

っているんですが、そうは言ってもあと1人くらいどうでしょう。学生もいつも下を向

くんですけどね、私と目を合わせないようにっていうか、皆さんそんなことぜひぜひ、

せっかく来てくださっているので。ありがとうございます。 

〇Ｉ委員 

すいません、私は大口の市民なんですけれども、私も 100 歳近いおばあちゃんを介

護したんですけれども元気なおばあちゃんだったんですけど、もう問題は日々起こるん

ですね。いろんなことが本当に困ったなというときは、地域包括センターさんとか、そ

れからの社会福祉協議会さんの方へ相談するんですね。そうすると意外と早く対応して

くださるんですけれども、やっぱりお役所仕事って、今日頼んで今日ということはなか

なかできないですし、1週間後とかそういうふうになってくるので、やっぱりこれから

も 1人暮らしの高齢者とか認知症の方とか増えますよね。自分達の方もこの先、本当ど

うなるかわからないんですけれども、やっぱり本当にすぐ相談できるところが頭に浮か

んで、すぐ相談できて、それでも早く対処してくださる、もし、そういうやっぱりシス

テムっていうのがすごく大事だと思いますし、本当に先々心配なんですけれども、よろ

しくお願いします。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございます。本当におっしゃる通りで困ってるときって、今、今なんです

よね。後でって言われても今必要なんだっていうことに医療や福祉に関わることってい

うのは、即興性が即大事だと思いますのでそれだけやはり体制とか、人材とかいろんな

ものは必要なんだっていうふうに改めて思います。ありがとうございます。 

それでは本当に時間が押してきておりますが、今日名古屋家庭裁判所から小栗書記官

が来てくださって傍聴し、同席してくださっているので、何かお気づきのこととかあり

ましたらぜひ教えていただければと思います。 

〇小栗オブザーバー 

名古屋家庭裁判所一宮支部の書記官の小栗と申します。 

今日意見を聞かせていただいて、最初のご説明もいただいた、第 1回でもちょっとお

話させていただいたことにもなるんですけれども、やはり特に意思決定支援という部分

に関していいますと、例えば先ほどの尾張東部さんの事例なんかでも、結局本人がそう

したいからと言っても、例えば財産的に無理無理なこともあるでしょうし、健康的な部

分でも無理な点もあるでしょうし、あと地域の支援ができなければそれは無理なんでし

ょうけれども、そういう部分に関してやはりこの地域連携ネットワーク、今いったその

医療の方も含めたそういうネットワークが、やっぱり必要なんだろうなというふうに思

います。逆に言うと裁判所はその辺に関してはやはりなかなか裁判所だけで考えるとこ

の点に関しては、とてもご本人さんのためになる判断ができないというふうに思います

ので、そういうところをやはりこちらとしてもその地域連携ネットワークが強くなるこ



とは、ご本人さんのためにもなるのかなというふうに思います。 

〇朝倉委員長 

ありがとうございました。本当にこの体制やネットワーク、それがしっかりしていく

ことが、つまり一人一人の人権を守っていくっていうことに繋がるんだっていうことだ

と思います。 

もっともっときっと皆さん本当は意見がおありだと思うので、先ほどの事務局の方か

ら意見を後でいただき、この場で発言できなかったことについて、またいただければと

いうことで用紙が配ってございます。ぜひお手数ですがこれに記入していただき、お送

りいただければというふうに思っています。 

ちょっとなかなかまとめる時間がないですが、今たくさんご意見をいただきましたが、

大事なこととしてはこの体制をしっかりとネットワーク組織ですね。それを明確にして

いくということ、それが機能するようなさらにはこの権利擁護というところで特に積極

的な権利擁護を負うということをどう考えていくのかというようなこともしっかり抑

えていきたいということです。 

それから理念については、事務局の提案がありましたが、また改めて何かお気づきの

点があったら後でもご意見をいただければと思っておりますので、またこれらの意見を

踏まえて、事務局の方で今回は素素案だったので素案を作っていただくということでお

願いしたいと思います。 

（3）その他 

〇山中センター長 

皆様ありがとうございました。次回先ほど申しましたように 10月に素案についてご

検討させていただくんですけれども、その素案をつくるのに今日いただいたご意見のみ

ならず、今委員長からお話がありましたように、できるだけ皆さんのご意見を組んで作

りたいと思いますので、補足意見というのを出していただきたいです。ちょっと締切書

いておりませんけど、できれば 9月 10日を目途に締め切りとさせていただきたいとい

うふうに思います。 

よろしくお願いします。 

それと今、コロナの関係もありますので次回はひょっとしたらオンライン開催もある

かなというふうに考えておりまして、ちょっとオンラインが苦手という方は事前にちょ

っとご相談をさせていただくということも、考えております。一応 10月の下旬でちょ

っと予定してます。今回岩倉市さんにお世話いただいて利便性の高い、お部屋を貸して

いただいたんですけど、なかなかちょっと会場が日程と合わないということがありまし

てさらにちょっと調整させていただきます。できるだけ早いご連絡をさせていただきた

いと思いますので、よろしくお願いをします。委員長よろしくお願いします。 

〇朝倉委員長 

それでは以上をもちまして委員会策定委員会を終了したいと思います。本当に皆様、



今大変な状況ですがくれぐれもお気をつけていただければと思います。本当に今日はあ

りがとうございました。 


